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外科療法およびトセラニブの投与で
⻑期⽣存した腎細胞癌、

肺転移の⽝の１例

埼⽟動物医療センター
平林美幸 林宝謙治

⽝の腎細胞癌
• 発⽣は⽝の腫瘍の0.05-1.5%

• 腎臓腫瘍の約6割
• ⾎尿や⾷欲不振を⽰すことが多い
• 診断時にしばしば転移がみられる

• 肺 ：11-75%
• リンパ節：50%

• 腎臓病変の摘出だけでは完治が難しいことが多い
• ⽝では確⽴した化学療法はない
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症例
プロフィール
• フレンチ・ブルドッグ
• 4歳齢
• 避妊メス

主訴
• ⾎尿と⾷欲不振

(紹介受診)

紹介病院での超⾳波検査
• 右側腎臓に腫瘤

検査結果
基準値

CBC 特異所⾒なし

⾎液化学検査 CRP 上昇 (3.8   mg/dl) < 0.7

⾎液凝固
線溶系検査

FDP 上昇
TAT＊ 上昇

(11.8 μg/ml)
(18.8 ng/ml)

< 10
<0.4

尿検査 潜⾎反応 陽性 陰性

＊TAT：トロンビン-アンチトロンビン複合体

右肺中葉に結節
（直径0.8 cm）

右側上腹部に腫瘤
（直径約6.0 cm）
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右側腎臓に⼤型腫瘤
充実性、⼀部低エコー

右肺中葉に結節
（直径0.8 cm）

右肺後葉に結節
（直径0.15 cm）

腎リンパ節の腫⼤
（直径1.0cm）

右側腎臓腫瘤
（直径6.5×5.2×5.0 cm ） 腎細胞癌などの悪性上⽪性腫瘍疑う

右側腎臓腫瘤の細胞診

写真提供：IDEXX laboratories 平田雅彦先生

治療⽅針
問題点 治療 ⽬的

臨床症状

＜外科療法＞
右側腎臓、

腎リンパ節の
摘出

臨床症状、
⾎栓の
コントロール

腫瘍の減容積

⾎尿
⾷欲不振

検査結果
凝固亢進
右側腎臓に腫瘍性病変

リンパ節転移を疑う
肺転移を疑う ＜化学療法＞

トセラニブ
転移巣の抑制

⼿術：右側腎臓、腎リンパ節の摘出

• ⾎管の発達した後腹膜に被覆
• 周囲組織との癒着なし
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腎細胞癌、リンパ節転移なし

・異型上⽪細胞が腺管状、
乳頭状に増殖

・⾼頻度の有⽷分裂像
(59個/400倍10視野)

病理組織学的診断

化学療法：トセラニブ
2.2mg/kg/EOD

診断
腎細胞癌、肺転移あり

術後18⽇⽬〜

術後、⾷欲の回復および⾎尿の消失

トセラニブ開始時

1.0cm

投与開始241⽇⽬

0.45cm

325⽇⽬ 456⽇⽬
イベント 新たな結節 結節の増数、増⼤
トセラニブの投与 継続 2.8mg/kg/EODへ↑

456⽇⽬

肝酵素の上昇とトセラニブの投与調整

0

200

400

600

800

597 609 625 639 653 667 681 695

ALT AST

（⽇⽬）

（U/l）

（mg/kg）
トセラニブ 2.8 2.2 2.2

肺病変

711⽇⽬ 722⽇⽬ 736⽇⽬ 812⽇⽬
イベント 急性膵炎 ⽪下腫瘤発⽣ 肺結節の増⼤ 肝酵素上昇
トセラニブ
の投与

休薬 再開
2.2mg/kg/EOD

休薬

736⽇⽬
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945⽇⽬
⾷欲低下
肺、⽪下腫瘤の増⼤
⽪下腫瘤の細胞診：転移疑い

肝酵素⾼値

トセラニブ
再開できず

初診から1093⽇後、永眠
（トセラニブ開始から1060⽇⽬）

呼吸困難

経過のまとめ

2年1年初診 3年

トセラニブ
第33病⽇
投与開始

第845病⽇
最終投与

肝酵素の上昇
投与再開できず

第1093病⽇
永眠

第15病⽇
腎臓摘出術

⾎尿
⾷欲低下

症状の
消失

肺病変

・腎細胞癌は有⽷分裂数（MI）が⾼いと予後が悪い

※MI:400倍拡⼤10視野あたりの有⽷分裂数

予測されるよりも⻑期の⽣存が得られた

考察：本症例の予測される予後について

n=70, Edmondson EF, et al. Vet Pathol. 2015.

MI 59 1093⽇⽣存
（36ヶ⽉）

MI ＜10 30-10 ＞30
MST 1184⽇ 452⽇ 187⽇

※MST:⽣存期間中央値

腎臓腫瘍において腎臓摘出は⽣存期間を延⻑させる

考察：外科療法

※全体の17%で転移あり。各群の転移の割合は不明
n=82, Bryan JN, et al. J Vet Intern Med. 2006.

転移のある腎細胞癌で腎臓摘出は⽣存期間を延⻑させる

※両群共に分⼦標的薬の併⽤症例を含む（症例数に有意差なし）
n=292, Kim SH, et al. Sci Rep. 2018.

腎臓摘出は⽣存期間の延⻑に
寄与した可能性がある

外科的切除 あり n=69 なし n=13

MST 16ヶ⽉ 1ヶ⽉未満

外科的切除 あり n=183 なし n=109

MST 30ヶ⽉ 8ヶ⽉

1093⽇⽣存
（36ヶ⽉）

腎細胞癌に有効な化学療法剤は明らかでない

考察：化学療法

腎細胞癌において分⼦標的薬が⾼い腫瘍縮⼩効果を⽰す

原因遺伝⼦の解明
乳頭状腎細胞癌：MET遺伝⼦
(チロシンキナーゼをコード)

チロシンキナーゼ阻害薬が有効
腫瘍増殖と⾎管新⽣に関わる因⼦

（PDGFR,VEGFR,KITなど）を阻害

藤⽥哲夫ら. 腎細胞癌の分⼦機構と分⼦標的薬治療. 北⾥医学. 2013.
⽇本泌尿器科学会. 腎癌診療ガイドライン. 2017.

スニチニブ投与：転移性腎細胞癌患者の⽣存期間の中央値は33ヶ⽉

⽝の腎細胞癌について
トセラニブの腫瘍抑制効果を検討

原因遺伝⼦
不明
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考察のまとめ

腎臓摘出 転移巣に対し
トセラニブ

1093⽇⽣存
（36ヶ⽉）＋

腎細胞癌
・転移しやすい
・有効な化学療法剤は不明

遺伝⼦変異や
治療薬の検索が

必要

転移を伴う症例の腎臓摘出や、
トセラニブの投与を今後も検討していきたい


